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１．労働時間を把握すること
タイムカード、ICカード、出勤簿（印鑑のみの場合は出退勤時間を記入する）、上司が出退勤の時

間を確認するなど、在院時間を的確に把握することが求められています。（最近ではパソコンのログ
イン・ログアウトで確認することもあります。）まずは、出退勤時間の記録を取ることから始めましょう。

加えて、残業は申告制または許可制にするなど、医療機関等がきちんと職員の労働時間を管理す
ることが重要です。
◆労働安全衛生法改正【労働安全衛生法第66条の8の3】（平成31年4月施行）

職員の健康確保の観点から、管理監督者を含むすべての労働者の労働時間の状況を客観的な方
法その他適切な方法で把握することが義務化されます。罰則はありませんが、法律に規定されます
ので、できていなければ是正勧告の対象となります。

２．是正勧告（※）を受けそうな課題のチェックリストを作成

是正勧告を受ける前に実態把握をして指摘を受けそうな課題に関しては、すぐ
取り組みを始めましょう。
(※是正勧告とは、労働基準監督署による調査において、労働基準法などの違反
が確認された際に労働基準監督署がその違反事項に対し是正を勧告すること）

４．補助者の育成
医師の長時間労働を減らすためには、業務改善が必要です。

様々な課題はありますが、すぐに誰でも補助者になれるというわけではあり
ません。時間や費用はかかりますが、やはり補助者を育成して医師の業務軽
減につなげていくことが必要ではないでしょうか。

３．年俸制を採用している医師や職員の雇用契約書の見直し
（労働基準法第41条第2号に該当する労働時間・休憩時間・休日が適用しない管理監督者は除きます。）

通常勤務の賃金と残業代を区別する。

神奈川県男性医師 年俸1,700万円に残業代が含まれるか？
最高裁：「年俸によって残業代が支払われていたとはいえない」として、審理を高裁に差し戻し
→ 残業代と通常勤務の賃金は区別できる仕組みにする必要あり・・・雇用契約書等に記載

（例）年収1,500万円とだけ記載して契約している職員の残業計算は次のようになります。
〇1,500万円／年÷12ヶ月＝125万円／月
〇125万円÷1ヶ月平均所定労働時間（※）×1.25×60時間（1ヶ月の残業時間）
＝ おおよそ50万円以上

（※1ヶ月平均所定労働時間は医療機関等によって異なります。）
残業代と通常勤務の賃金と区別しておかないと125万円を基本給として割増賃金単価を計算する

ことになります。

平成30年度医療勤務環境改善研修会（9/25開催）において
福島通子先生をお招きし、『医療従事者の働き方について』ご講演いただきました。
平成31年4月より法改正もあるなかで、「何から始めればいいのか？」についてお話くださった
ことを少し振り返ります。 出席できなかった方も参考にしてください。
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３６協定届新様式（特別条項）についてお知
らせする予定です。
時間外労働の上限規制 (※医師を除く)や
特別条項に定める場合の理由等についてご
説明します。

次回は・・・

医療従事者の勤務環境改善の促進とは

☑ 個別支援・相談対応 ＜３件＞
☑ モデル病院訪問 ＜２件＞

年10日以上の年休付与者（年10日以上付
与されるパート職員も対象）には毎年時季を指

定して5日取得させることが義務となります。

（罰則：5日取得できていない職員1人当たり30
万円以下の罰金・・・具体的なことは未定）
今から、年10日付与される職員が年5日以上
取得しているか等を確認して対策を始めましょう。

またパート職員が年休を取得
することになると賃金が発生し
てきますので、パート職員の年
休取得があまりなかった医療機
関等は、その費用をどこから捻
出するかなどの検討も必要です。

年次有給休暇の時季指定について

（2019年4月1日施行）

９・１０月の活動内容


